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種々の組成のゲル線量計に重粒子線を照射し，吸収線量の三次元分布を吸光度で評価した。色素ゲルと

PVA-KI ゲルは三次元評価が可能であったが，ポリマーゲルは artifact の出現で評価が困難であった。 
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1. 緒言 

放射線の照射により発色するゲル線量計は，吸収線量を簡易に評価できる可能性があり，放射線がん治

療時の QA/QC への適用が期待されている。前報に引き続き 1)，本報では，代表的なゲル線量計に 12C6+を照

射し発色量の三次元分布を測定することで，三次元吸収線量の分布評価への適用性や課題を検討した。 

2. 試験 

ロイコ色素を発色成分とする色素ゲル，PAGAT（Poly-Acrylamide, Gelatin, And THPC）ゲル，部分ケン化

ポリビニールアルコール－ヨウ化カリウム（PVA-KI）ゲルを，神奈川県立がんセンターの i-RockTM*で照射

した。照射体系と PHITS2)による吸収線量分布を図 1 に示す。発色量はオプティカル CT（OCT）で測定し

た。光の透過量を二値化処理して Gray Value に変換後に三次元再構成して，発色量の三次元分布を得た。 

3. 結果と考察 

図 2 左に照射した色素ゲルの正面と上面からの観察結果の例を示す。重粒子線の照射領域が青色に発色

していることが確認された。図 2 右は，色素ゲルと PVA-KI ゲルの OCT の測定状況と，二値化処理で得た

Gray Value について，Bragg Peak 付近の重粒子線照射軸に垂直な面の再構成結果を示す。どちらも，図 1

に示す PHITS で予測した吸収線量の平面分布に相当する再構成結果を得た。一方，ポリマーゲルは cupping 

artifact が見られ，照射断面中心部で Gray Value の分布が低下することを確認した。 
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図 1 照射体系と PHITS で予想した吸収線量分布 図 2 照射試料と OCT による吸光度の三次元再構成 
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